








ご
あ
い
さ
つ

養
老
町
は
古
く
は
多
藝
郡
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
は
る
か
昔
か
ら
多
く
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
発
展
し
、
今
日

の
養
老
町
の
姿
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
現
在
の
養
老
町
飯
ノ
木
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
田
中
道
麿
翁
は
、

幼
少
の
頃
よ
り
向
学
の
志
厚
く
、
独
学
で
国
文
学
に
傾
注
さ
れ
、
そ
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
、
今
日
の
国
学
の

礎
を
つ
く
ら
れ
た
養
老
町
が
誇
る
先
人
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
業
績
は
、
国
学
四
大
人
の
一
人
で
あ
る
本
居
宣
長
が
名
古
屋
で
の
日
本
古
典
の
学
問
は
道
麿
の
努
力
で
始

ま
っ
た
と
そ
の
功
績
を
讃
え
る
ほ
ど
で
あ
り
、
養
老
町
で
は
こ
う
し
た
田
中
道
麿
翁
の
功
績
を
顕
彰
し
、
永
く
後

世
に
そ
の
名
を
伝
え
る
た
め
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
田
中
道
麿
翁
顕
彰
会
を
結
成
し
、
長
く
田
中
道
麿
翁
の
顕
彰

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
に
は
国
学
の
研
究
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
田
中
道
麿
翁
の
歌
集
で
あ
る
「
田
中
道

全
集
」
を
現
代
語
に
訳
し
た
「
原
文
筆
写
田
中
道
全
集
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
田
中
道
麿
翁
生
誕
の
地

で
あ
る
養
老
町
か
ら
こ
う
し
た
成
果
を
公
開
し
、
偉
大
な
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
度
そ
の
続
編
と
し
て
新
た
に
田
中
道
全
集
の
解
釈
編
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
今
後
の
国
学
の
研
究
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
皆
様
に
田
中
道
麿
翁
の

人
柄
を
知
っ
て
い
た
だ
く
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。



こ
う
し
た
成
果
を
世
に
送
り
出
す
に
あ
た
っ
て
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
当
会
副
会
長
の
山
口
一

易
氏
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
書
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
そ
し
て
私
た
ち
の
町
に
先
生
の
後

継
者
と
な
る
べ
く
第
二
・
第
三
の
学
問
を
志
す
人
物
が
現
れ
、
い
つ
ま
で
も
養
老
町
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
願
い
ま

し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月

養
老
町
田
中
道
麿
翁
顕
彰
会

会
長
（
養
老
町
長
）
稲
葉
貞
二



例
言

一
、
本
書
は
田
中
道
麿
翁
の
歌
集
「
田
中
道
全
集
」
に
収
録
さ
れ
た
歌
の
一
部
に
つ
い
て
、
解
釈
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

二
、
本
書
の
執
筆
は
田
中
道
麿
翁
顕
彰
会
副
会
長
山
口
一
易
が
行
っ
た
。

三
、
歌
中
の
旧
字
体
漢
字
及
び
変
体
仮
名
は
そ
れ
ぞ
れ
現
代
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
一
部
に
つ
い
て

は
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
た
も
の
が
あ
る
。

四
、
一
首
毎
に
歌
の
作
成
年
代
と
道
麿
翁
の
年
齢
を
記
載
し
、
歌
の
下
部
に
は
原
文
筆
写
草
稿
田
中
道
全
集
に
記

載
し
た
整
理
番
号
を
記
入
し
た
。

五
、
読
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
一
部
に
括
弧
で
漢
字
を
補
っ
た
。

六
、
筆
者
が
解
釈
し
た
歌
の
大
意
を
、
そ
の
左
側
に
記
載
し
た
。
た
だ
し
、
歌
の
解
釈
に
は
幅
が
あ
り
、
十
分
に

解
明
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。



目
次

は
じ
め
に

一
頁
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全
歌
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四
頁
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三
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頁

同
じ
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頁

時
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生
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を
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ん
だ
歌

六
五
頁

本
居
宣
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と
の
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八
三
頁

長
う
た

八
五
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あ
と
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